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設
業
を
若
者
か
ら
選
ば
れ
る

産
業
と
す
る
た
め
、
他
産
業

と
遜
色
な
い
労
働
環
境
、
働

き
方
の
実
現
を
目
指
す
べ
き

だ
」
と
述
べ
た
。

　

関
東
地
方
整
備
局
の
橋
本

雅
道
局
長
は
、
「
建
設
業
の

担
い
手
不
足
は
深
刻
化
し
て

い
る
。
働
き
方
改
革
や
生
産

性
向
上
と
い
っ
た
対
応
が
一

層
重
要
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
も
必
要
な
事
業
量

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
神
奈
川

県
建
設
業
協
会
が
第
１
次
国

土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
を

着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
25

年
度
補
正
予
算
に
２
兆
円
を

上
回
る
公
共
事
業
予
算
を
措

置
す
る
よ
う
要
望
。
建
設
コ

ス
ト
の
高
騰
に
対
し
、
事
業

量
が
実
質
的
に
増
加
す
る
よ

う
、
26
年
度
当
初
予
算
の
拡

充
も
求
め
た
。

　

群
馬
県
建
設
業
協
会
は
、

今
夏
の
気
温
上
昇
を
受
け
、

現
場
の
働
き
方
を
見
直
す

よ
う
訴
え
た
。
気
象
条
件

に
働
き
方
を
左
右
さ
れ
る

建
設
業
に
は
「
臨
機
応
変

な
働
き
方
が
常
に
求
め
ら
れ

る
」
と
指
摘
。
運
送
業
の
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
高

く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

例
に
挙
げ
、
「
年
７
２
０
時

間
」
「
月
45
時
間
（
連
続
６

カ
月
ま
で
）
」
と
さ
れ
て
い

る
上
限
規
制
の
緩
和
を
求
め

た
。

　

長
野
県
建
設
業
協
会
は
、

熱
中
症
対
策
に
対
応
し
た
積

算
基
準
の
見
直
し
を
要
望
。

熱
中
症
対
策
費
が
増
加
し
て

い
る
と
し
て
、
現
場
管
理
費

の
補
正
係
数
導
入
や
積
み
上

げ
計
上
費
の
引
き
上
げ
、
施

工
歩
掛
の
見
直
し
な
ど
を
要

望
し
た
。

　

山
梨
県
建
設
業
協
会
は
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
な
ど
の
技
術

習
得
に
対
す
る
支
援
、
千
葉

県
建
設
業
協
会
は
最
低
制
限

価
格
の
算
定
基
準
の
引
き
上

げ
、
茨
城
県
建
設
業
協
会
は

建
設
業
従
事
者
の
適
正
な
賃

金
確
保
を
要
望
。
埼
玉
県
建

設
業
協
会
は
、
第
３
次
担
い

手
３
法
を
全
て
の
公
共
発
注

者
に
周
知
・
徹
底
す
る
よ

う
、
国
交
省
に
指
導
を
求
め

た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
関
東
甲
信

越
地
方
建
設
業
協
会
の
木
下

修
副
会
長
が
、
欠
席
し
た
青

柳
剛
会
長
の
あ
い
さ
つ
を
代

読
。
「
建
設
業
の
課
題
は
、

人
材
確
保
・
育
成
、
生
産
性

向
上
、
災
害
対
応
組
織
力
の

強
化
の
３
点
に
加
え
、
働
き

方
の
問
題
が
あ
る
」
と
し

て
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
成
果

を
各
協
会
の
活
動
に
生
か
す

よ
う
求
め
た
。

　

全
建
の
今
井
雅
則
会
長

は
、
地
域
の
守
り
手
と
し
て

災
害
復
旧
作
業
に
当
た
っ
て

い
る
会
員
企
業
に
敬
意
を
示

し
、
「
地
域
建
設
業
が
そ
の

役
割
を
果
た
し
続
け
る
た
め

に
は
、
地
域
ご
と
の
安
定
的

・
継
続
的
な
事
業
量
の
確
保

が
不
可
欠
」
と
強
調
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
国

交
省
の
楠
田
幹
人
不
動
産

・
建
設
経
済
局
長
は
「
12

月
の
改
正
建
設
業
法
の
全

面
施
行
に
向
け
、
労
務
費

の
基
準
の
検

討
が
大
詰
め

を
迎
え
て
い

る
。
国
交
省

と
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
ル

ー
ル
が
新
た

な
商
慣
習
と

し
て
全
国
に

根
付
き
、
技

能
者
の
処
遇

改
善
が
図
ら

れ
る
よ
う
取

り
組
む
」
と

の
考
え
を
示

し
た
。
小
林

賢
太
郎
大
臣

官
房
技
術
審

議
官
は
「
建

　

財
務
省
関
東
財
務
局
は
Ｐ

Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
る
公
務
員

宿
舎
「
桐
ケ
丘
住
宅
（
仮

称
）
」
の
整
備
に
つ
い
て
、

７
日
付
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ

く
特
定
事
業
の
選
定
を
取
り

消
し
た
。
７
月
か
ら
事
業
者

を
選
ぶ
総
合
評
価
一
般
競
争

入
札
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
政
府
調
達
協

定
対
象
）
の
手
続
き
を
進
め

た
も
の
の
、
期
日
ま
で
に
参

加
表
明
書
な
ど
の
提
出
が
な

か
っ
た
た
め
。
今
後
の
対
応

を
調
整
中
だ
。

　

桐
ケ
丘
住
宅
の
整
備
場
所

は
北
区
桐
ケ
丘
１
ノ
22
の
未

利
用
国
有
地
３
７
９
７
平
方

㍍
。
23
区
内
の
宿
舎
不
足
に

対
応
す
る
た
め
、
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方

式
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
７
階
建
て
１

１
０
戸
の
合
同
宿
舎
の
設
計

・
建
設
（
２
０
２
６
年
３
月

〜
28
年
９
月
）
と
完
成
後
の

維
持
管
理
（
28
年
９
月
〜
35

年
９
月
末
）
を
任
せ
る
計
画

だ
っ
た
。

　

日
本
工
営
都
市
空
間
（
千

代
田
区
）
が
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
業
務
を
担
当
。
６
月
に
Ｐ

Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
く
特
定
事
業

に
選
定
し
、
国
に
よ
る
事
業

の
実
施
に
比
べ
財
政
負
担
額

を
１
・
６
％
程
度
削
減
で
き

る
と
の
見
込
み
な
ど
を
示
し

て
い
た
。

　

事
業
者
を
選
ぶ
た
め
７
月

28
日
に
総
合
評
価
一
般
競
争

入
札
を
公
告
。
９
月
24
日
〜

10
月
１
日
に
参
加
表
明
書
な

ど
を
受
け
付
け
て
11
月
18
日

に
開
札
し
、
26
年
１
月
下
旬

に
落
札
者
を
決
め
る
予
定
で

い
た
。

　

東
京
都
は
勝
鬨
橋
の
Ｅ
Ｃ

Ｉ
方
式
に
よ
る
長
寿
命
化
工

事
の
優
先
交
渉
権
者
を
横
河

ブ
リ
ッ
ジ
に
決
め
、
工
事
に

先
立
つ
技
術
協
力
業
務
を
委

託
し
た
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
選
定
し
、
業
務
に
関
し

て
２
日
に
同
社
の
提
示
し
た

４
６
９
９
万
円
の
見
積
金
額

を
採
用
。
２
０
２
７
年
２
月

26
日
を
期
限
に
履
行
し
て
も

ら
う
中
で
、
エ
イ
ト
日
本
技

術
開
発
（
中
野
区
）
が
担
当

す
る
詳
細
設
計
に
施
工
ノ
ウ

ハ
ウ
の
反
映
を
求
め
る
。
価

格
な
ど
の
交
渉
が
成
立
す
れ

ば
７
億
４
０
０
０
万
円
程
度

と
見
積
も
る
工
事
も
横
河
ブ

リ
ッ
ジ
と
契
約
し
、
27
〜
29

年
度
の
３
カ
年
で
施
工
す
る

予
定
だ
。

　

勝
鬨
橋
は
隅
田
川
下
流
の

中
央
区
築
地
６
丁
目
〜
勝
ど

き
１
丁
目
地
内
間
に
架
か
る

晴
海
通
り
の
橋
梁
。
中
央
径

間
長
51
・
６
㍍
の
シ
カ
ゴ
型

二
葉
式
跳
開
橋
と
側
径
間
長

86
㍍
の
下
路
式
タ
イ
ド
ア
ー

チ
橋
で
構
成
す
る
橋
長
２
４

６
㍍
、
総
幅
員
26
・
３
㍍

で
、
１
９
４
０
年
に
竣
工
し

た
。
日
本
で
最
大
の
可
動
支

間
を
持
つ
大
規
模
か
つ
技
術

的
完
成
度
の
高
い
構
造
物
で

あ
り
、
２
０
０
７
年
に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
。

　

今
回
の
長
寿
命
化
で
は
、

疲
労
亀
裂
や
漏
水
が
起
き
て

い
る
中
央
径
間
の
パ
ネ
ル
鋼

床
版
を
取
り
換
え
た
り
、
劣

化
損
傷
し
て
い
る
シ
ェ
ア
ー

ロ
ッ
ク
の
緩
衝
装
置
を
改
修

し
た
り
す
る
。
実
施
に
当
た

っ
て
は
歴
史
的
な
価
値
を
損

な
わ
ず
に
要
求
性
能
を
満
た

す
よ
う
、
都
や
文
化
庁
、
有

識
者
な
ど
で
構
成
す
る
検
討

委
員
会
で
の
審
議
を
経
て
対

策
を
ま
と
め
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
終
日
３
万
５
０

０
０
台
の
交
通
量
が
あ
る
晴

海
通
り
を
部
分
的
に
規
制
し

な
が
ら
安
全
か
つ
短
期
間
で

施
工
す
る
方
法
に
つ
い
て
、

交
通
管
理
者
と
協
議
し
な
が

ら
詳
細
に
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て

発
注
者
が
最
適
な
工
事
の
仕

様
を
設
定
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
Ｅ
Ｃ
Ｉ
（
技
術
協
力
・

施
工
タ
イ
プ
）
を
採
用
。
設

計
段
階
か
ら
施
工
者
独
自
の

高
度
で
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ

や
工
法
な
ど
を
生
か
す
。

　

詳
細
設
計
は
基
本
設
計
を

手
掛
け
た
エ
イ
ト
日
本
技
術

開
発
と
特
命
随
意
契
約
を

結
ぶ
こ
と
と
し
、
６
日
に

同
社
の
提
示
し
た
３
２
９
７

万
円
の
見
積
金
額
を
採
用
。

履
行
期
限
を
技
術
協
力
業
務

と
同
じ
の
27
年
２
月
26
日
に

設
定
し
、
横
河
ブ
リ
ッ
ジ
の

施
工
ノ
ウ
ハ
ウ
を
反
映
し
た

成
果
を
ま
と
め
て
も
ら

う
。

　

長
寿
命
化
で
は
別

途
、
塗
装
工
事
も
進
め

て
い
る
。
25
年
度
は
塗

装
面
積
７
８
０
０
平
方

㍍
の
「
そ
の
５
」
の
発

注
を
予
定
し
て
お
り
、

11
月
上
旬
に
も
公
表
す

る
希
望
制
指
名
競
争
入

札
（
技
術
実
績
評
価
型

総
合
評
価
方
式
）
で
施

工
者
を
決
め
る
。
発
注

規
模
価
格
帯
は
５
億
円

以
上
７
億
円
未
満
、
工

期
は
２
６
０
日
と
な
っ

て
い
る
。

　

東
京
都
都
市
整
備
局
は
東

急
多
摩
川
線
下
丸
子
駅
付
近

の
踏
切
対
策
で
、
大
田
区
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
状

況
を
踏
ま
え
た
支
援
を
行

う
。
区
は
道
路
と
鉄
道
の
立

体
化
を
見
据

え
た
ま
ち
づ

く

り

を

構

想

し

て

い

る
。
２
日
の

都
議
会
本
会

議
で
お
ぎ
の

稔
氏
（
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト

の
会
、
大
田

区
）
の
一
般

質
問
に
谷
崎

馨

一

都

技

監

が

答

え

た
。

　

都
は
２
０
０
４
年
に
策
定

し
た
踏
切
対
策
基
本
方
針

（
以
下
、
基
本
方
針
）
で
、

東
急
多
摩
川
線
の
下
丸
子
駅

〜
武
蔵
新
田
駅
間
を
鉄
道
立

体
化
以
外
の
踏
切
対
策
を
検

討
す
る
区
間
に
位
置
付
け

た
。
対
象
に
区
間
内
の
下
丸

子
２
号
踏
切
（
主
要
地
方
道

大
田
調
布
線
）
を
挙
げ
て

「
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
の
対
策
を
検
討
し
て
い

く
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
は
改

正
踏
切
改
良
促
進
法
に
基
づ

い
て
、
17
年
に
下
丸
子
２
号

踏
切
と
下
丸
子
１
号
踏
切

（
大
田
区
道
３
―
15
号
線
）

の
二
つ
を
改
良
す
べ
き
踏
切

に
指
定
し
た
。

　

お
ぎ
の
氏
は
「
下
丸
子
駅

周
辺
に
は
大
企
業
の
本
社
が

あ
り
、
特
に
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

時
に
は
多
く
の
歩
行
者
が

あ
ふ
れ
、
混
雑
が
発
生
し
て

い
る
」
と
現
状
を
説
明
。
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

基
本
方
針
に
掲
げ
た
鉄
道
立

体
化
以
外
の
対
策
に
こ
だ
わ

ら
ず
「
道
路
と
鉄
道
の
立
体

化
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
」
と
指
摘

し
て
都
の
見
解
を
た
だ
し

た
。

　

こ
れ
に
対
し
谷
崎
都
技
監

は
「
鉄
道
立
体
化
の
検
討
に

当
た
っ
て
は
地
元
区
の
ま
ち

づ
く
り
や
交
差
す
る
道
路
整

備
計
画
の
具
体
化
が
重
要
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
大
田

区
が
策
定
し
た
下
丸
子
駅
周

辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
構
想
の

中
で
「
道
路
と
鉄
道
の
立
体

化
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

が
示
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を

紹
介
。
そ
の
上
で
「
都
と
し

て
は
こ
う
し
た
区
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
検
討
状
況
を
踏

ま
え
た
支
援
を
行
う
な
ど
適

切
に
対
応
し
て
い
く
」
と
答

弁
し
た
。

　

大
田
区
は
23
年
３
月
に
下

丸
子
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く

り
構
想
を
策
定
し
、
ま
ち
の

将
来
像
の
一
つ
に
「
居
心
地

が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ウ
ォ

ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
」
を
掲
げ

た
。
道
路
と
鉄
道
の
立
体
化

に
よ
る
踏
切
の
解
消
や
新
た

な
交
差
道
路
の
整
備
に
よ

り
、
鉄
道
で
隔
て
ら
れ
た
市

街
地
の
一
体
性
を
向
上
さ
せ

る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
24
年
９
〜
10
月
に

下
丸
子
駅
周
辺
の
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
に
踏
切
対
策
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
下
丸
子
１
号
・
２
号

踏
切
の
鉄
道
の
連
続
立
体
化

が
適
切
と
す
る
回
答
が
36
・

１
％
と
最
も
多
か
っ
た
。
下

丸
子
１
号
踏
切
は
駅
舎
内
自

由
通
路
ま
た
は
立
体
横
断
施

設
の
設
置
、
下
丸
子
２
号
踏

切
は
道
路
の
立
体
化
が
適
切

だ
と
す
る
回
答
の
24
・
８
％

を
合
わ
せ
る
と
、
鉄
道
や
道

路
の
立
体
化
を
望
む
回
答
が

全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い

る
。

　

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
は
「
災
害
時
の
基
礎
的
事
業

継
続
力
」
を
備
え
る
建
設
会

社
と
し
て
新
た
に
44
社
を
認

定
し
た
。
２
０
２
５
年
度
上

半
期
の
申
請
に
基
づ
く
も
の

で
、
認
定
期
間
は
10
月
か
ら

27
年
９
月
ま
で
の
２
年
間
。

同
時
期
に
継
続
申
請
（
認
定

期
間
＝
10
月
〜
28
年
９
月
の

３
年
間
）
が
あ
っ
た
１
１
６

社
を
含
め
、
認
定
企
業
数
は

１
１
１
８
社
と
な
っ
た
。　

　

建
設
会
社
に
事
業
継
続
計

画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
を
促

し
て
、
災
害
対
応
業
務
の
円

滑
な
実
施
と
地
域
の
防
災
力

向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
の
取

り
組
み
。
認
定
の
た
め
建
設

会
社
か
ら
申
請
さ
れ
た
内
容

が
▽
重
要
業
務
の
選
定
と
目

標
時
間
の
把
握
▽
災
害
時
の

対
応
体
制
▽
対
応
拠
点
の
確

保
▽
情
報
発
信
・
情
報
共
有

▽
人
員
と
資
機
材
の
調
達
▽

訓
練
と
改
善
の
実
施
―
の
評

価
項
目
に
適
合
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
し
、
適
合
し

て
い
れ
ば
有
効
期
限
の
あ
る

認
定
書
を
交
付
す
る
。

　

認
定
企
業
は
、
関
東
地
整

と
茨
城
、
栃
木
、
群
馬
、
千

葉
の
４
県
が
発
注
す
る
総
合

評
価
方
式
の
工
事
で
加
点
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
関

東
地
整
で
は
施
工
能
力
評
価

型
Ⅰ
型
・
Ⅱ
型
と
技
術
提
案

評
価
型
Ｓ
型
で
１
点
を
加

点
。
ま
た
、
施
工
能
力
評
価

型
Ⅰ
型
・
Ⅱ
型
の
う
ち
、
地

域
防
災
担
い
手
確
保
型
で
は

３
点
を
加
点
す
る
。

　

認
定
企
業
１
１
１
８
社
の

都
県
別
内
訳
（
か
っ
こ
内
は

新
規
の
内
数
）
は
▽
東
京
＝

１
７
１
社
（
１
社
）
▽
神
奈

川
＝
33
社
（
１
社
）
▽
埼
玉

＝
38
社
（
０
社
）
▽
千
葉
＝

１
１
４
社
（
15
社
）
▽
茨
城

＝
２
９
９
社
（
４
社
）
▽
栃

木
＝
３
５
１
社
（
16
社
）
▽

群
馬
＝
52
社
（
４
社
）
▽
山

梨
＝
32
社
（
１
社
）
▽
長
野

＝
28
社
（
２
社
）
―
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
次
回
の
認
定
は
10

月
15
日
か
ら
11
月
14
日
ま
で

申
請
を
受
け
付
け
る
。
認
定

期
間
は
新
規
が
26
年
４
月
か

ら
28
年
３
月
の
２
年
間
、
継

続
が
26
年
４
月
か
ら
29
年
３

月
の
３
年
間
。

25
年
度
上
半
期
申
請
の
新

規
認
定
企
業
は
次
の
通
り

（
都
県
別
、
申
請
順
）
。

【
東
京
都
】
ソ
ト
ム
ラ
東

京
営
業
所

【
神
奈
川
県
】
ｉ
ｎ
ｆ
ｒ

ａ
ｔ【

千
葉
県
】
上
條
建
設
▽

大
幹
▽
近
江
屋
商
会
▽
都
葉

設
備
▽
ハ
マ
ダ
▽
会
田
電
業

▽
ク
ー
プ
▽
瀬
谷
塗
装
工
業

▽
共
和
建
設
▽
野
村
建
巧
▽

日
暮
水
道
▽
安
藤
建
設
▽
富

士
工
業
▽
吉
田
建
設
工
業
▽

佐
久
間
建
設

【
茨
城
県
】
東
亜
工
業
▽

大
恵
建
設
▽
苅
部
建
設
▽
関

城
造
園

【
栃
木
県
】
ア
オ
ケ
ン
▽

浜
田
屋
組
▽
西
村
樹
脂
工
事

▽
馬
上
建
設
▽
小
川
組
▽
小

宅
建
設
▽
鈴
木
屋
木
材
▽
い

な
ば
建
設
▽
塩
那
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
▽
金
堀
設
備
工
業

▽
サ
ニ
テ
ッ
ク
・
フ
カ
ヤ
▽

伊
澤
建
設
▽
カ
ヌ
マ
鋼
建
▽

福
富
工
業
▽
荒
牧
空
調
工
業

▽
神
吉
工
業

【
群
馬
県
】
群
馬
土
建
工

業
▽
カ
ワ
ナ
ベ
工
業
▽
東
毛

再
生
ア
ス
コ
ン
▽
南
波
建
設

【
山
梨
県
】
天
野
工
業

【
長
野
県
】
興
和
工
業
▽

木
下
建
設

技
術
協
力
業
務
を
委
託

下
丸
子
２
号
踏
切

勝
鬨
橋

道
路
と
鉄
道
の

立
体
化
検
討

大
田
区

　

全
国
建
設
業
協
会
（
全
建
、
今
井
雅
則
会
長
）
の
都
道
府
県
協
会
と
国
土
交

通
省
幹
部
が
意
見
交
換
す
る
２
０
２
５
年
度
地
域
懇
談
会
・
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
が
、
８
日
の
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
＝
写
真
。
10
都
県

の
協
会
長
ら
が
都
内
に
集
ま
り
、
公
共
事
業
予
算
の
拡
充
、
第
３
次
担
い
手
３

法
の
徹
底
な
ど
を
求
め
た
。
今
夏
の
記
録
的
な
気
温
上
昇
も
踏
ま
え
、
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
を
緩
和
す
る
こ
と
も
要
望
し
た
。

府中市　第五、九小学校改築設計 プロポで17日まで受付

都港湾局　所管建物の外壁調査、保全工学研で手法検討

三井不など　神宮外苑再開発 規模、スケジュール見直し

民間公募…マンション４件

１級１次の受験者1.4％増　「学歴・経験不問」効果続く

２面

２面

３面

３面

６面

災
害
時
の
基
礎
的
事
業
継
続
力

新
規
に
44
社
認
定

関東地整

勝
鬨
橋
Ｅ
Ｃ
Ｉ
長
寿
命
化

優
先
交
渉
権
者
に
横
河
ブ
リ
ッ
ジ

東京都

下
丸
子
駅
周
辺
の
踏
切
対
策

大
田
区
ま
ち
づ
く
り
踏
ま
え
支
援

都都市整備局

関東財務局／桐ケ丘住宅ＰＦＩ

「特定事業の選定」取消し
事業者選定入札に参加なし

地
域
懇
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
ス
タ
ー
ト

建
設
業
の
残
業
規
制
緩
和
を

全建


